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選　

評

内
野　

真
緒
（
文
学
部
日
本
文
学
科
四
年
＝
平
成
二
十
七
年
度
）

明
治
期
の
川
柳
と
都
々
逸 

―
『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
を
中
心
に
―

　

本
稿
は
次
の
理
由
か
ら
、
研
究
領
域
の
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
と
評

価
す
る
。

　

そ
の
一
は
、
主
題
設
定
・
問
題
意
識
・
研
究
対
象
が
目
新
し
い
こ
と
。

『
團
團
珍
聞
』
は
明
治
十
年
か
ら
三
十
年
に
わ
た
っ
て
発
刊
さ
れ
た
雑
誌

で
あ
る
が
、「
滑
稽
風
刺
新
聞
雑
誌
」
と
い
う
定
義
付
け
で
一
括
り
に
さ

れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
ま
た
研
究
も
そ
の
編
集
や
出
版
の
観
点
や
掲

載
さ
れ
る
戯
画
の
風
刺
の
観
点
か
ら
、
一
部
の
作
家
・
評
論
家
な
ど
を
含

め
た
成
果
は
あ
る
も
の
の
、
雑
誌
を
支
え
た
読
者
層
か
ら
の
視
点
か
ら
の

考
察
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
ま
た
明
治
期
の
俗
文
芸
の
川
柳
と
都
々

逸
の
研
究
も
、
い
ま
だ
好
事
家
や
愛
好
家
主
体
の
領
域
で
あ
る
。
当
該
雑

誌
の
投
書
欄
に
載
る
俗
文
芸
に
注
目
し
、
そ
の
傾
向
の
変
遷
を
追
う
こ
と

に
よ
り
、
同
時
に
雑
誌
の
傾
向
の
変
遷
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
熱

意
は
評
価
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
二
は
、
資
料
に
基
づ
き
、
着
実
に
変
遷
の
過
程
を
論
証
し
よ
う
と

第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
・
別
科
在
籍
者
）

入
選中

山　

陽
介
（
文
学
部
日
本
文
学
科
三
年
）

仮
名
成
立
史
上
の
西
三
条
第
跡
出
土
土
器
墨
書
仮
名
の

位
置
付
け

佳
作内

野　

真
緒
（
文
学
部
日
本
文
学
科
四
年
）

明
治
期
の
川
柳
と
都
々
逸

　
　

―
『
團
團
珍
聞
』
の
投
書
を
中
心
に
―

杉
山　

武
史
（
別
科
神
道
専
攻
Ⅱ
類
二
年
）

神
宮
の
子
良
の
童
女
に
お
け
る
装
束
の
変
遷

　
　

―
遷
宮
の
記
録
を
中
心
に
―

第
二
部
門
（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

佳
作田

中　

章
博
（
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
一
年
）

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
雅
楽
器
へ
の
価
値
の
付
加
に

関
す
る
一
考
察

　
　

―
紀
州
徳
川
家
・
井
伊
家
の
所
蔵
の
笙
を
中
心
に
―

（
所
属
・
学
年
は
、
応
募
当
時
）

学
生
懸
賞
論
文
発
表
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す
る
姿
勢
が
評
価
で
き
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
第
二
節
「
前
期
・
後
期

の
詩
歌
に
関
す
る
投
書
」
第
四
節
「『
團
團
珍
聞
』
後
期
に
お
け
る
都
々

逸
」
に
見
る
種
々
の
統
計
表
を
作
成
し
、
そ
の
結
果
を
組
み
立
て
て
論
を

構
成
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
評
価
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
「『
團
團

珍
聞
』
投
書
欄
中
の
詩
歌
の
投
書
に
お
け
る
共
通
投
書
家
数
」
は
注
目
に

価
す
る
。
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
稿
者
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
前
期
と
後

期
の
ご
く
一
部
対
象
に
限
定
し
た
調
査
に
よ
る
統
計
で
あ
る
こ
と
で
（
勿

論
こ
れ
だ
け
で
も
傾
向
性
は
浮
か
び
あ
が
っ
て
お
り
、
成
果
は
挙
が
っ
て

い
る
）、
こ
の
統
計
対
象
を
、
も
う
幾
つ
か
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
抽
出
し
て

い
れ
ば
、
さ
ら
に
精
密
な
論
を
構
築
・
展
開
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

補
足
と
し
て
、
本
稿
は
三
十
年
に
わ
た
る
雑
誌
読
者
層
の
変
遷
と
い
う

広
域
の
研
究
対
象
で
あ
り
、
い
き
お
い
文
学
史
的
・
概
説
的
な
叙
述
が
少

な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
好
意
的
に
み
れ
ば
、
論
を
成
す

に
あ
た
っ
て
の
基
礎
的
な
調
査
や
先
行
文
献
の
精
読
を
充
分
に
行
っ
て
い

る
証
で
あ
る
が
、
前
期
・
後
期
の
掲
載
川
柳
・
都
々
逸
の
証
例
を
増
や
せ

ば
、
叙
述
に
よ
り
具
体
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
う
。

杉
山　

武
史
（
別
科
神
道
専
修
Ⅱ
類
＝
平
成
二
十
七
年
度
）

神
宮
の
子
良
の
童
女
に
お
け
る
装
束
の
変
遷

　
　

―
遷
宮
の
記
録
を
中
心
に
―

皇
祖
天
照
大
御
神
を
祀
る
神
宮
で
は
、
明
治
４
年
に
神
宮
御
改
正
が
断

行
さ
れ
る
ま
で
、
物
忌
と
呼
ば
れ
た
童
男
、
童
女
が
奉
仕
し
て
き
た
。
こ

の
物
忌
の
童
男
、
童
女
は
子
良
と
も
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
物
忌
父
と
と
も

に
、
祭
祀
の
諸
役
に
奉
仕
し
た
。
斎
戒
を
重
ん
じ
清
浄
を
貴
ぶ
気
風
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
神
役
で
あ
る
。
物
忌
等
が
務
め
て
き
た
職
掌
は
、
以
後
主

典
、
宮
掌
等
の
神
職
が
務
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
二
十
年
に
一
度
の
式
年

遷
宮
の
諸
祭
に
は
、
物
忌
奉
仕
の
伝
統
が
守
ら
れ
、
神
宮
神
職
の
子
女
が

こ
れ
を
現
在
も
務
め
て
い
る
。

杉
山
論
文
は
、
こ
の
物
忌
（
童
女
）
の
装
束
に
着
目
し
、
そ
の
変
遷
を

追
い
中
世
に
お
け
る
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
も
古
く
子
良
の
装
束
が

確
認
で
き
る
の
は
『
延
暦
儀
式
帳
』（
８
０
４
）
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た

「
明
衣
」（
き
よ
ぎ
ぬ
）
を
基
本
と
し
て
、
変
化
変
遷
は
確
認
で
き
る
が
、

極
端
に
他
の
装
束
に
変
化
す
る
こ
と
な
く
、
本
質
の
要
素
は
保
持
さ
れ
て

い
る
、
と
結
ん
で
い
る
。
大
筋
で
間
違
い
の
な
い
結
論
を
導
き
だ
せ
た
と

評
価
で
き
る
。
古
儀
を
尊
重
す
る
神
宮
祭
祀
の
伝
統
が
、
子
良
の
装
束
の

面
で
も
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。



國學院雜誌  第 117 巻第 8 号（2016年） — 68 —

戦
乱
期
を
経
て
、
縫
製
に
お
い
て
よ
り
材
料
が
節
約
で
き
る
「
衵
」
を
中

心
に
し
た
装
束
へ
の
変
遷
を
推
量
す
る
。
こ
れ
が
江
戸
に
確
立
し
て
、
現

代
に
至
っ
た
と
す
る
。

杉
山
君
は
、
別
科
神
道
専
修
の
学
生
で
、
都
内
神
社
に
配
属
さ
れ
、
毎

日
神
社
実
習
を
行
い
、
夜
間
（
６
・
７
限
）
に
講
義
を
受
け
て
二
年
間
勉

学
し
た
。
研
究
に
割
け
る
時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
、
今
回
の
論
文
を

執
筆
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
な
努
力
が
あ
っ
た
事
と
推
測
す
る
。
別
科
に

学
ぶ
学
生
の
模
範
で
あ
り
、
他
の
学
生
の
励
み
に
も
な
る
こ
と
で
、
嬉
し

い
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
に
注
目
し
て
研
究
す
る
こ
と
自
体
が
少
な
い
中
で
、
先

行
論
文
を
よ
く
読
み
、
遷
宮
記
録
に
着
目
し
て
調
査
を
進
め
た
点
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
こ
と
で
、
新
し
い
展
開
を
示
し
て
い
る
。
先
づ
、『
延
暦

儀
式
帳
』
を
基
本
に
し
て
、
こ
れ
が
『
延
喜
式
』
の
時
代
ま
で
ほ
ぼ
踏
襲

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
時
の
「
明
衣
」
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
検
証
し
推
測
し
て
い
る
。

次
い
で
、『
建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記
』（
１
１
８
９
）
の
記
事
に
着
目
し

て
、
当
時
子
良
（
童
女
）
の
装
束
に
二
種
類
あ
っ
た
事
を
指
摘
、
大
物
忌

子
良
の
装
束
は
「
袿
・
紅
色
の
長
袴
、
引
裳
、
唐
衣
」
で
、
他
の
物
忌
子

良
は
「
衵
白
生
裳
」
で
あ
り
、
女
房
装
束
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
も

の
へ
と
、
変
化
し
た
と
す
る
。

次
に
『
元
享
三
年
内
宮
遷
宮
記
』（
１
３
２
３
）
で
子
良
が
「
衵
、
唐

衣
、
袴
」
ま
た
は
「
裳
、
衵
、
懸
帯
」
を
着
装
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
装
束
で
あ
っ
た
か
を
推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
世

平
成
二
十
八
年
度　

國
學
院
雜
誌
学
生
懸
賞
論
文
募
集

一
、
応
募
資
格
：
第
一
部
門
（
本
学
文
学
部
・
神
道
文
化
学
部
生
・
別
科
在
籍
者
）

　
　
　
　
　
　
　

第
二
部
門
（
大
学
院
文
学
研
究
科
・
専
攻
科
在
籍
者
）

一
、
枚　
　

数
：
四
〇
〇
字
詰
四
〇
枚
～
五
〇
枚
以
内

一
、
テ  

ー  

マ
：
題
目
は
問
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

但
し
、
未
発
表
学
術
論
文
に
限
る
（
卒
業
論
文
も
可
）

一
、
締  

切  

日
：
平
成
二
十
九
年
三
月
末
日
（
当
日
消
印
有
効
）

一
、
入　
　

選
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
五
万
円
）

　
　

佳　
　

作
：
賞
状
な
ら
び
に
副
賞
（
三
万
円
）

一
、
発　
　

表
：
入
選
論
文
お
よ
び
す
ぐ
れ
た
佳
作
論
文
は
本
誌
に
掲

　
　
　
　
　
　
　

載
予
定

一
、
選　
　

考
：
國
學
院
雜
誌
編
集
委
員
会

一
、
投  

稿  

先
：
國
學
院
大
學
総
合
企
画
部
広
報
課

　
　

詳
し
く
は
本
誌
表
紙
裏
面
を
参
照


